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首都圏佐渡経済人懇談会（座長今井茂雄）主催の第
３回産業振興フォーラムが８月２５日（土）表参道・新潟館ネ
スパスで開かれました。このフォーラムの目的は、①首都圏
で活躍・奮闘する佐渡出身の経済人同士の交流。②ふる
さと佐渡の産業振興にいささかなりともお役に立ちたい等
です。フォーラムには、佐渡市から親松副市長はじめ関係
部課長ら５名が参加、佐渡出身の会社オーナーを含む経
済人４０名、ホスト側首都圏佐渡連合会役員２０名計６５
名が参加しました。基調講演は「出版業界と佐渡」と題し
て旧畑野町出身の角川GH（東証１部）社長・本間明生
氏。「出版業もインターネット時代に入り客のニーズにマッ
チした展開が必要。佐渡と係わりのある他の事業も考慮・
模索中」と話されました。佐渡市から新潟中越沖地震によ
る風評被害甚大、島内交通体制見直し、専門学校誘致、
地域産業再生などの報告があり、意見交換会での佐渡
市の答弁など首都圏側との交流が行われました。首都圏
佐渡連合会の摩尼会長から、同懇談会を更に活性化す
るため、郷土会メンバー中心の連合会から自由に活動で
きる組織にしたい旨の提案がされ、活発な議論の末、近々
に独立することを決めました。名刺交換会、佐渡の地酒の
試飲と佐渡こしひかり使用のおにぎりを食して夕方６時半
に閉会しました。（首都圏佐渡連合会・産業振興部会）
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先
日
、
う
れ
し
い
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
井
地
区
中

興
の
植
田
日
出
男
さ
ん
か
ら
、
新
酒
試
飲
会
の
お
誘
い
で
し
た

が
、
新
酒
と
い
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
」
で
、
特
別
な
許

可
の
下
に
、
晴
れ
て
新
酒
を
皆
さ
ん
に
お
披
露
し
た
い
と
い
う
も

の
で
し
た
。
市
役
所
か
ら
も
そ
ん
な
に
遠
く
な
い
植
田
さ
ん
の
お

宅
で
は
、
既
に
三
々
五
々
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
が
期
待
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
、
真
新
し
い
民
宿
の
看
板
を
前
に
落
ち
着
か
な
い
風
情
で

し
た
。
待
つ
ま
も
な
く
、
税
務
署
長
の
挨
拶
で
、
香
り
豊
か
な
白

い
お
酒
が
皆
の
の
ど
を
潤
し
、
秋
の
月
の
上
が
る
の
を
待
ち
切
れ

ず
、
酔
い
し
れ
た
こ
と
で
し
た
。

佐
渡
市
は
昨
年
１
月
、
市
長
の
名
前
で
「
佐
渡
ト
キ
め
き
ど
ぶ

ろ
く
特
区
」
を
時
の
小
泉
総
理
大
臣
に
申
請
し
、
3
月
31
日
付
け

で
認
定
を
受
け
、
4
月
18
日
に
直
接
市
長
が
認
定
書
を
小
泉
総
理

か
ら
官
邸
で
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
佐
渡
一
円
、
晴
れ
て
「
ど

ぶ
ろ
く
」
が
製
造
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。
農
家
が
民
宿

を
経
営
す
る
こ
と
が
条
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
と
比
べ
る

と
、
免
許
取
得
は
格
段
の
容
易
さ
で
す
。
今
後
は
植
田
さ
ん
に
続

い
て
、
多
く
の
方
々
の
参
入
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
米
の
価
格
の

低
落
が
止
め
ら
れ
な
い
現
況
下
で
は
、
加
工
に
よ
っ
て
付
加
価
値

を
高
め
る
こ
と
は
、
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

飲
ん
で
話
し
疲
れ
、
夜
も
更
け
て
、
植
田
さ
ん
宅
を
辞
す
る
こ

ろ
に
は
月
も
東
に
の
ぼ
り
始
め
ま
し
た
。
心
地
よ
い
秋
風
に
身
を

ゆ
だ
ね
な
が
ら
、
こ
の
後
佐
渡
は
「
ど
ぶ
ろ
く
王
国
」
と
な
る
の

も
悪
く
な
い
、
と
夢
を
見
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（題字　髙野宏一郎）

　在りし日の金井大祭を回
顧し、新たなる祭りの創造
を企画します。１日限りのデ
ビューの広場に集いし熱き
魂を感じてみてください。
日時/１０月２１日㈰
　　　10：00～16：00
場所/金井コミュニティ
　　 センター前駐車場
◆お問い合わせ
かない秋まつり実行委員会
☎090－5190－3002

　平成16年以降、ほぼ毎年のように国内で高病原性鳥イン
フルエンザが発生しており、また、海外では人への感染も確
認されるなど大きな社会問題となっています。万一、佐渡で
発生した場合、発生養鶏場の防疫措置、風評被害による消
費低迷、観光客の減少、人への感染不安など大きな混乱が
予想されます。このようなことから、今回、佐渡において高病
原性鳥インフルエンザが発生したことを想定した対策シミュ
レーションを開催します。鶏を飼っている方はもとより、興味
のある方はお気軽にお越しください。
◆参加申し込み・お問い合わせ
　　　県中央家畜保健衛生所佐渡支所　☎63-2676

高病原性鳥インフルエンザ
発生対策シミュレーションの開催

かない秋まつり２００７を開催します
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佐
渡
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佐
渡
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め
き
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酒
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日時/11月14日㈬14:00～16:00　場所/アミューズメント佐渡

佐渡
市役所

保育園

コミュニティセンター

森林組合

病院祭

収穫祭

ど
ぶ
ろ
く
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う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

佐和田 中原 畠　山　愛　美 和義 9.12
金　井 千種 石　橋　凜　和 義男 8.16
　〃 千種 野　田　妃　夏 友和 8.29
　〃 千種 飯　吉　碧　空 利英 9.  2
　〃 泉 古　藤　　　凛 隆一 9.  2
　〃 吉井 仲　川　愛　美 勲 9.10
畑　野 畑野 中　川　按　奈 章 8.17
　〃 畑野 伊　藤　陽　夏 操 9.  3
真　野 四日町 知　本　侑　樹 政則 9.  4
小　木 小木木野浦 鈴　木　空　斗 真治 8.20
　〃 小木強清水 廣　嶋　　　結 直人 8.24
羽　茂 羽茂滝平 駒　形　　　尚 拓也 8.21
佐和田 石田 新　田　明　希 寿 7.30     
金　井 千種 井　本　詩　織 博紀 8.22     

両　津 春日 中　山　ハ　ル 86 8.28
　〃 吾潟 本　間　洋　一 74 8.29
　〃 両尾 川　内　富　藏 81 8.30
　〃 両津湊 大　場　　　進 80 8.31
　〃 両津夷 甲　斐　　　勝 68 8.31
　〃 両津夷 磯　野　八代吉 88 9.  2
　〃 旭 土　屋　隆　子 76 9.  2
　〃 東立島 　　池　武　雄 80 9.  4
　〃 両津夷 白　須　ヨ　ネ 88 9.  5
　〃 春日 鴻　江　　　武 88 9.  6
　〃 浜田 栃　原　新一郎 89 9.  6
　〃 片野尾 金　子　正　夫 67 9.11
　〃 両津湊 神　藏　ハ　ル 100 9.12
　〃 加茂歌代 榎　　　ヤチヨ 93 9.12
　〃 両津夷 加　藤　三　郎 81 9.13
　〃 梅津 市　橋　次　雄 74 9.13
　〃 羽吉 小　田　　　出 58 9.13
　〃 下久知 滝　本　ス　マ 87 9.17
　〃 潟端 石　川　淳　子 49 9.18
　〃 両津湊 松　本　ア　イ 75 9.20
　〃 両津福浦一丁目 木　村　　　隆 69 9.21
　〃 梅津 大　坂　ナ　ツ 94 9.24
相　川 相川栄町 安　藤　伊都子 82 8.17
　〃 相川大浦 山　田　靜　枝 91 8.28
　〃 北立島 渡　辺　寅　𠮷 89 8.29
　〃 入川 池　田　義　一 71 8.30
　〃 関 安　藤　　　實 86 8.31
　〃 相川大間町 渡　邉　　　茂 71 9.  3
　〃 相川下戸炭屋裏町 村　上　キ　ヨ 96 9.  3
　〃 相川下戸村 眞　木　辰　子 78 9.  4
　〃 稲鯨 飯　田　　　斉 47 9.  7
　〃 小川 馬　込　　　操 89 9.  9
　〃 相川紙屋町 佐　藤　マ　サ 98 9.10
　〃 相川下戸村 本　間　庚　三 67 9.10
　〃 姫津 石　見　と　き 96 9.10
　〃 橘 宇留間　繁　子 95 9.17

相　川 二見 髙　津　　　松 82 9.21
　〃 姫津 石　見　久美枝 74 9.21
　〃 大倉 清　水　勝　美 77 9.24
佐和田 上矢馳 本　間　　　勉 83 9.  4
　〃 上矢馳 𡈽　屋　芳　次 76 9.  7
　〃 八幡町 松　井　正　子 94 9.12
　〃 河原田本町 後　藤　二　郎 73 9.12
　〃 青野 　　田　九　平 93 9.13
　〃 沢根五十里 姉　崎　　　俊 92 9.18
　〃 八幡町 関　川　ツ　マ 93 9.19
　〃 河原田本町 米　津　廣　𠮷 92 9.21
金　井 貝塚 石　川　香　代 88 8.30
　〃 金井新保 山　城　キヤウ 98 9.  4
　〃 泉 髙　橋　義　弘 51 9.  9
　〃 泉 小　林　キヨエ 94 9.18
　〃 大和 伊　藤　シ　ズ 94 9.21
新　穂 上新穂 田　中　文　雄 78 8.27
　〃 新穂潟上 梶　　　ヤ　ス 97 9.  3
　〃 新穂大野 本　間　　　策 87 9.  8
　〃 新穂皆川 金　子　正　雄 88 9.10
　〃 新穂長畝 佐々木　春　雄 82 9.21
畑　野 丸山 本　間　秀　実 45 9.  3
　〃 丸山 大　場　七　郎 75 9.  5
　〃 栗野江 土　屋　文　治 82 9.  7
　〃 畑野 渡　邊　妙　子 74 9.20
真　野 真野 臼　杵　鈴　子 84 9.11
　〃 田切須 佐々木　鈴　江 87 9.18
小　木 小木町 菊　地　ミ　子 96 9.10
　〃 小木町 髙　津　秀　平 85 9.15
羽　茂 羽茂本郷 駿　河　ア　ヤ 98 9.  5
　〃 羽茂大崎 中　原　イ　ソ 86 9.  6
　〃 羽茂飯岡 山　田　五　𠮷 94 9.  6
　〃 羽茂飯岡 大　場　忠　臣 81 9.  9
　〃 羽茂本郷 山　田　博　文 56 9.10
赤　泊 三川 澤　野　ナ　ツ 82 8.29
　〃 赤泊 田　中　ヤ　ス 80 9.  2
　〃 赤泊 信　田　良　夫 75 9.  8
真　野 竹田 計　良　シ　ヅ 91 8.25　　　

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

※遺漏がありましたことをおわび申しあげます。（市役所戸籍係）　※掲載について都合の悪い場合は市民課戸籍係へお申し出ください。なお敬称は省略します。

両　津 下久知 菊　池　李　久 裕己 8.27
　〃 上横山 祝　　　真　央 賢 8.30
　〃 梅津 柳　　　遙　人 人士基 9.11
相　川 姫津 本　間　千　夏 茂雄 8.23
　〃 相川栄町 片　貝　琴　音 秀史 8.31
　〃 二見 古　藤　　　烈 文幸 9.10
　〃 相川炭屋町 長　濱　沙　雪 数右 9.10
佐和田 長木 武　井　菜々子 成夫 8.19
　〃 石田 市　橋　歩　夢 哲史 8.20
　〃 東大通 本　間　弘　道 裕司 8.20
　〃 窪田 北　見　　　楓 勝彦 8.23
　〃 東大通 今　井　琉　斗 秀人 9.  4

＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 8.２8～9.２4 届出
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（りく）
（まお）
（はると）
（ちなつ）
（ことね）
（れつ）
（さゆき）
（ななこ）
（あゆむ）
（ひろみち）
（かえで）
（りゅうと）

（まなみ）
（りな）
（ひめか）
（あおい）
（りん）
（まなみ）
（あんな）
（はるか）
（ゆうき）
（みと）
（ゆい）
（なお）
（あき）
（しおり）


